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※昨年の市長選では、第１投票区は市役所分庁舎(旧県立久慈病院跡地)�
でしたが、久慈保育園に変更になります�

市内全60投票所の一覧�

４
月
８
日
は
岩
手
県
知
事
選
挙
と
岩
手
県
議
会
議
員
選
挙
、
４
月
22
日
は
久
慈
市
議
会
議

員
選
挙
が
あ
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
に
与
え
ら
れ
た
権
利
を
無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
、
投

票
し
ま
し
ょ
う
。
３
ペ
ー
ジ
ま
で
、
投
票
所
の
一
覧
と
、
各
選
挙
の
投
票
日
や
時
間
、
注
意

事
項
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
内
線

４
７
２
）。
さ
あ
、
み
ん
な
で
選
挙
に
行
こ
う
！
�

選
挙
に
行
こ
う
！

選
挙
に
行
こ
う
！
�

選
挙
に
行
こ
う
！
�

旭町公民館�

川貫公民館�

畑田保育園�

日吉公民館�

久慈保育園�

保健センター�

田屋子供会館�

田高公民館�

岩瀬張公民館�

大川目農村総合センター�

（大川目公民館）�

二子公民館�

防災センター�

勤労者家庭支援施設�

（長内公民館）�

小久慈公民館�

第16�

第18�

第17�

大川目小学校�

第19�

第20�

第15�

第10�

第８�

第13�

第11�

第12�

第１�

第２�

投票区� 投　　票　　所�

第３�

第５�

農村環境改善センター�

（夏井公民館）�

夏井駅前大湊公民館�

高砂公民館�

夏井小学校�

消防団第４分団１部屯所�

夏井農村地域交流館�

（川代地区交流館）�

国坂青少年会館�

滝の沢青少年会館�

山口地区伝承館�

滝いちご館�

久喜公民館�

宇部地区デイサービスセ

ンター�

川原屋敷地区農村センタ

ー�

横沼公民館�

中田親交館�

第38�

堀切ふれあいセンター�第40�

第35�

第29�

第34�中央公民館久慈湊分館�第４�

第30�

第28�

第33�

第27�

第31�

第32�

第26�

第21�

投票区� 投　　票　　所�

第23�

第25�

第24� 荷軽部地区集落センター�第54�

深田公民館�

細野公民館�

木売内公民館�

小田瀬青少年会館�

霜畑営農研修館�

霜畑地区コミュニティー

センター�

山形総合センター�

小国地区多目的集会施設�

桑畑公民館�

山根生活改善センター�

（山根公民館）�

端神公民館�

日野沢公民館�

つなぎ地区消防コミュニ

ティセンター�

新田集会場�

戸呂町地区集落センター�

岡堀公民館�

来内地区集落センター�

第56�

第58�

第57�

向屋敷生活伝承館�

第59�

第60�

第55�

第49�

第50�

第48�

第53�

第47�

第51�

根井青少年会館�第22� 下国・岡沢地区集会所�第52�

第46�

第41�

第42�

第43�

第45�

第44�長内中学校�第14�

枝成沢公民館�第９� 麦生農村センター�第39�

中央公民館�第６� 小袖漁村センター�第36�

侍浜地区農村センター�

（侍浜公民館）�
第37�久慈中学校�第７�
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●投票日　平成19年４月８日(日)�
　　　　　　　　　　　　　　（知事選３月22日告示、県議選３月30日告示）�

�

●投票時間　午前７時～午後７時�
　　　　　　　ただし、山形町内の投票所は午後6時までです。�
�

●今回投票できる方�
　次のすべてに当てはまる方が投票できます。�

　⑴昭和62年４月９日までに生まれた方　⑵平成19年３月29日現在、引き続き３カ月以上久�
　慈市に住所がある方　⑶選挙人名簿に登載されている方�
■転入、転出をした方は注意！�

　久慈市から県内他市町村へ転出した場合、次の２つの方法で投票できます�

�

�

�

�

�

�

�

�

　県内の市町村から久慈市に転入　次の２つの方法で投票できます�

�

�

�

�

�

�

�

�

【注意】�

　選挙人名簿の作成日以降に市内で転居された方は転居前の住所地の投票所で投票すること

になります。投票所入場券をご確認いただくか、市選挙管理委員会にお問い合わせください。

�

●投票所入場券をお持ちください�
　投票所入場券は、投票を円滑に行うためのものです。忘れずにお持ちください。郵便によ

り３月30日に発送する予定です。お手元に届いたら、すぐに内容を確認してください。内容

に誤りがあるときや届かないときは、お早めにご連絡ください。紛失した場合は、投票所の

係員にその旨をお伝えください。�

�

●投票は知事選が「記号式」、県議選が「記名式」�
　知事選の投票用紙は「記号式」です。候補者氏名の上枠内に「○」印を記載してください。

他の記号などを記載した場合は無効となりますので、ご注意ください。また、県議選の投票

用紙は「記名式」です。定められた枠内に候補者の氏名を記載してください。�

�

●知事・県議選の開票は午後８時15分から�
　広報くじ３月１日号で、知事・県議選の開票時間を「午後８時30分から」とお伝えしまし

たが、「午後８時15分から」となります。�

①投票日当日に久慈市内

の投票所で投票する�

あらかじめ、転出先の市町村役場の住民登録担当課から「引

き続き県内に住所を有する旨の証明書」の交付を受け、投票

の際にこれを提示し投票する。�

②転出先の選挙管理委員

会で不在者投票をする�

①の証明書を添えて、久慈市選挙管理委員会に不在者投票用

紙を請求し、不在者投票をする。投票用紙などは郵送されま

すので、手続き・投票はお早めに行ってください。�

①投票日当日に県内の市

町村の投票所で投票する�

あらかじめ、久慈市の市民課または住民生活課から「引き続

き県内に住所を有する旨の証明書」の交付を受け、投票の際

にこれを提示し投票する。�

②久慈市の選挙管理委員

会で不在者投票をする�

①の証明書を添えて、岩手県内の市町村選挙管理委員会に不

在者投票用紙を請求し、不在者投票する。投票用紙などは郵

送されますので、手続き・投票はお早めに行ってください。�

知
事
・
県
議
選
�

4
8/4 8/

岩手県知事選挙　岩手県議会議員選挙�
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投
票
日
当
日
に
仕
事
、
冠
婚
葬
祭
、

旅
行
な
ど
の
理
由
で
投
票
所
に
行
く
こ

と
が
で
き
な
い
方
は
、
期
日
前
投
票
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
市
役
所
本
庁
舎
、

山
形
総
合
セ
ン
タ
ー
の
ど
ち
ら
で
も
期

日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。
�

■
投
票
期
間
�

◇
知
事
選
…
３
月
23
日
（
金
）
―
４
月
�

７
日（
土
）◇
県
議
選
…
３
月
31
日（
土
）
�

―
４
月
７
日
（
土
）
◇
市
議
選
…
４
月

16
日
（
月
）
―
４
月
21
日
（
土
）
�

■
投
票
時
間
�

　
午
前
８
時
30
分
―
午
後
８
時
ま
で
の

時
間
内
�

■
投
票
所
�

　
①
久
慈
市
役
所
・
第
三
会
議
室
（
議

会
棟
１
階
）
②
山
形
総
合
セ
ン
タ
ー
・

第
三
講
習
会
室
（
１
階
）
�

※
第
三
講
習
会
室
は
、
４
月
１
日
か
ら

「
研
修
室
」
に
名
称
が
変
わ
り
ま
す
�

期
日
前
投
票
�

●投票日　平成19年４月22日(日)　（４月15日告示）�
�

●投票時間　午前７時～午後７時�
　　　　　　　ただし、山形町内の投票所は午後６時までです。�
�

●今回投票できる方�
　次のすべてに当てはまる方が投票できます。�

　⑴昭和62年４月23日までに生まれた方　⑵平成19年４月14日現在、引き続き３カ月以上久�
慈市に住所がある方（平成19年１月14日までに久慈市に転入届を出された方は投票できま

す。久慈市から転出した方は投票できません）　⑶選挙人名簿に登載されている方�
■市内で転居した方は注意！�

　選挙人名簿の作成日以降に市内で転居された方は、転居前の住所地の投票所で投票するこ

とになります。郵送で届く投票所入場券をご確認いただくか、市選挙管理委員会にお問い合

わせください。�

�

●投票所入場券をお持ちください�
　投票所入場券は、投票を円滑に行うためのものです。忘れずにお持ちください。郵便によ

り４月16日に発送する予定です。お手元に届いたら、すぐに内容を確認してください。内容

に誤りがあるときや届かないときは、お早めにご連絡ください。紛失した場合は、投票所の

係員にその旨をお伝えください。�

�

●投票は「記名式」�
　市議選の投票用紙は「記名式」です。定められた枠内に候補者の氏名を記載してください。

�

●市議選は即日開票�
　市議選の開票は投票日当日の午後８時15分から久慈市民体育館で行います。参観希望者に

は入場整理券（全席自由）を交付します。希望する方は、次のとおり申し込んでください（入�

場整理券がない方の参観はできません）。入場者数に限りがあります。参観希望者が定員を�

超えた場合は、抽選となります。�

�なお、開票速報と開票結果は、市ホームページ（http://www. city. kuji. iwate. jp/）でお知ら

せします。�

■申込方法＝往復はがきの往信表面に「市議選入場整理券希望」、往信裏面と返信表面にご�

自分の郵便番号、住所、氏名、電話番号を明記して、久慈市選挙管理委員会あて（〒028-8030、

久慈市川崎町1-1）に郵送してください�

■申込期間＝３月23日（金）～４月５日（木）�

市
役
所
・
山
形
総
セ
で
受
付
�

久
慈
市
議
選
�

4/4 2222/
久慈市議会議員選挙�

　日時＝４月10日(火)、11日(水)�

　　　　午前９時～午後４時�

�会場＝市役所本庁舎大会議室�

　　　（３階）�

�あらかじめ指定した時間にお越

しください。詳しくは、立候補予

定者説明会でお知らせします。�

立候補届出事前審査会�
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自
分
た
ち
の
地
域
を
育
て
た
い
。
こ
の
地
域
だ
け
の
も
の
を
大
切
に
し
た
い
。
誰
で
も
持
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ

の
気
持
ち
。
そ
ん
な
意
欲
あ
る
活
動
に
補
助
す
る
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
事
業
」
が
本
年
度
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
本
年
度
、
補
助
金
交
付
の
対
象
に
な
っ
た
の
は
31
事
業
。
教
育
、
環
境
、
文
化
な
ど
育
て
た
い
地
域
の
魅

力
は
ま
だ
ま
だ
あ
る
は
ず
。
来
年
度
、
あ
な
た
の
地
域
か
ら
の
申
請
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！
�

　
市
で
は
本
年
度
、
地
域
の
個
性

を
創
出
し
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く

り
を
進
め
よ
う
―
と
「
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
振
興
事
業
」
を
創
設
し

ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
市
内
で

組
織
さ
れ
る
団
体
が
取
り
組
む
ま

ち
づ
く
り
活
動
に
対
し
て
補
助
金

を
交
付
す
る
も
の
で
す
。
�

�
第
１
回
目
と
な
る
本
年
度
は
、

31
事
業
が
補
助
金
交
付
の
対
象
事

業
と
な
り
ま
し
た
。
補
助
金
の
総

額
は
１
６
０
４
万
６
０
０
０
円
で

し
た
。
対
象
と
な
っ
た
主
な
事
業

は
左
表
の
と
お
り
で
す
。
�

元
気
　
　
応
援
�

元
気
　
　
応
援
�

元
気
　
　
応
援
�

な
ま
ち
�

づ
く
り
を
�

　し
ま
す
�

　平成19年度の地域コミュニティ振興事業の募集を開始する予定で

す。対象となる事業を下記によりお知らせします。�

�金額の大小は問題ではありません！大切なのは、この事業で「魅

力あるまちをつくろう！」という心。「地域にある自然の観察会を行

いたい」「地域みんなで子育て支援を行いたい」「教育活動の指導者

を育成したい」など目的はいろいろ。まずはご相談を！�

対象となる事業＝①地域の一体感の醸成―など、地域振興を目的

としたもの　②歴史、文化伝統芸能の継承活動や保存を目的とし

たもの　③自然環境の保全と活用を目的としたもの　④地域で活

動する人材育成のためのもの　など�

補助率、限度額＝◇補助率…ソフト事業３分の２以内、ハード事

業２分の１以内◇限度額…100万円�

�交付条件など＝ほかの補助金などを受けていないこと�

※募集は、行政連絡区長を通じて各町内会長などに案内します�

 まずはご相談を！�
来年度の地域コミュニティ振興事業の募集について�

問い合わせ�

◯本まちづくり振�
興課（内線252)�
◯総ふるさと振興�
課（内線118)　�

対象となった主な事業�

大芦しゃく�

し舞保存会�

生出町�

　　町内会�

三崎�

郷土芸能を�

楽しむ会�

端神部落会�
�

くんのこほ�

っぱ愛好会�

霜畑自治会�
�

戸呂町�

神楽保存会�

太鼓を補修して、地区敬�

老会への出席や慰問活動�

生出町夏まつりの開催ほ�

か�

太鼓を購入し、郷土芸能�

活動や発表会活動、敬老�

会への慰問など�

水車まつりを行う広場内�

の舞台改修�

琥珀親善大使の養成、琥�

珀工房跡看板設置など�

地域の共同生活路などの�

環境整備事業�

神楽の伝承活動、映像記�

録事業�

団　　体� 事　業　内　容�

(右)琥珀親善大使を公募により決定(くんのこほっぱ愛好会)�
(中)太鼓を整備し、芸能を発表(三崎郷土芸能を楽しむ会)�
(左)紲の森に東屋「こみゅに亭」を整備(久慈ロータリークラブ)�
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公
共
交
通
が
必
要
な
の
は

公
共
交
通
が
必
要
な
の
は
�

あ
な
た
が
高
齢
に
な
っ
た
と
き

あ
な
た
が
高
齢
に
な
っ
た
と
き
�

必
要
な
時
が
き
っ
と
来
る

必
要
な
時
が
き
っ
と
来
る
�

公
共
交
通
の
未
来
考
え
よ
う

公
共
交
通
の
未
来
考
え
よ
う
�

　
久
慈
市
の
公
共
交
通
は
、
市
内

　
久
慈
市
の
公
共
交
通
は
、
市
内

を
走
る
路
線
バ
ス
と
鉄
道
で
す
。

を
走
る
路
線
バ
ス
と
鉄
道
で
す
。

全
国
的
に
公
共
交
通
の
利
用
が
減

全
国
的
に
公
共
交
通
の
利
用
が
減

少
し
、
深
刻
な
経
営
危
機
に
陥
っ

少
し
、
深
刻
な
経
営
危
機
に
陥
っ

て
お
り
、
久
慈
市
の
公
共
交
通
も

て
お
り
、
久
慈
市
の
公
共
交
通
も

そ
の
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん

そ
の
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
久
（
久

慈
市
の
公
共
交
通
を
利
用
し
た
人

慈
市
の
公
共
交
通
を
利
用
し
た
人

の
推
移
は
、
下
図
を
参
照
）

の
推
移
は
、
下
図
を
参
照
）
�

�
公
共
交
通
の
利
用
者
が
減
少
し

公
共
交
通
の
利
用
者
が
減
少
し

た
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。
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齢

車
を
持
た
な
い
児
童
生
徒
や
高
齢
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ら
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利
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通
学

っ
た
ら
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鉄
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を
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通
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す
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生
徒
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郊
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院

す
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た
と
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転
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な
っ
た
と
き
、

家
族
が
仕
事
で
い
な
い
と
き
、
あ

家
族
が
仕
事
で
い
な
い
と
き
、
あ

な
た
は
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う
し
ま
す
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。
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通
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共
交
通
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ー
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球
環
境
に
負
荷
を
か
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に
比
べ
地
球
環
境
に
負
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を
か
け

な
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こ
と
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ら
、
そ
の
役
割
が
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な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
役
割
が
見

直
さ
れ
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ま
す
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。
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。
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の
よ
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、
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も
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う
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り
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で
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進
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夢・希望・未来に向かって�
ひと輝くまちへ�
夢・希望・未来に向かって�
ひと輝くまちへ�

「
ひ
と
」が
輝
く
と
い
う
こ
と

―
。
�

�そ
れ
は
、「
ひ
と
」が
生
き
生
き
と
暮
ら
す
こ
と
。
�

そ
れ
は
、「
ひ
と
」が
幸
せ
に
暮
ら
す
こ
と
。
�

�
「
ひ
と
」が
輝
か
な
け
れ
ば「
地
域
」は
輝
か
な
い
。
�

「
地
域
」が
輝
か
な
け
れ
ば「
市
」も

―
。
�

�恵
ま
れ
た
自
然
と
、
�

先
人
た
ち
が
描
い
た
文
化
。
�

�こ
れ
こ
そ
が
、わ
た
し
た
ち
の
誇
り
と
魅
力
。
�

�わ
た
し
た
ち
は
協
働
を
も
っ
て
、
�

こ
れ
ら
を
推
進
す
る
。
�

�
「
久
慈
市
総
合
計
画
」は
、
�

そ
の
羅
針
盤
と
な
る

―
。
�

久
慈
市
総
合
計
画
を
策
定

久
慈
市
総
合
計
画
を
策
定
�

久
慈
市
総
合
計
画
を
策
定
�

　
合
併
に
よ
り
「
新
久
慈
市
」
が

誕
生
し
た
こ
と
に
伴
い
、
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
久
慈
市
総

合
計
画
（
以
下
、
総
合
計
画
）
を

策
定
し
ま
し
た
。
�

�
総
合
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て

は
、「
合
併
協
定
書
」
や
「
新
市
建

設
計
画
」
な
ど
を
踏
ま
え
、
市
の

将
来
像
を
見
据
え
た
長
期
的
視
点

か
ら
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
�

�
ま
た
、
市
民
の
意
見
を
幅
広
く
�

反
映
さ
せ
る
た
め
、
「
久
慈
市
基
�

本
構
想
審
議
会
」
や
「
市
民
満
足
�

度
ア
ン
ケ
ー
ト
」
「
市
政
懇
談
会
」
�

で
の
提
言
な
ど
を
内
容
に
盛
り
込

み
、
市
民
と
行
政
と
の
協
働
に
よ

り
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
�

�
新
し
い
総
合
計
画
で
は
、
「
ひ
�

と
」
を
中
心
と
し
た
活
力
あ
る
地
�

域
を
創
造
す
る
た
め
、
「
夢
・
希
�

望
・
未
来
に
向
か
っ
て
ひ
と
輝
く

ま
ち
」
を
基
本
理
念
（
図
１
）
と

し
て
設
定
し
て
い
ま
す
。
�

�
総
合
計
画
は
、
市
民
全
体
が
共

有
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
や
、

本
市
の
将
来
像
を
示
し
、
そ
の
実

現
に
向
け
て
、
本
市
を
支
え
て
い

る
す
べ
て
の
市
民
や
事
業
者
の
皆

さ
ん
が
共
に
行
動
す
る
た
め
の
羅

針
盤
の
役
割
を
果
た
す
も
の
で
、

「
基
本
構
想
」「
基
本
計
画
」「
実

施
計
画
」
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。（
図
２
）
�

①
基
本
構
想
�

　
６
つ
の
基
本
方
針
（
図
１
）
に

よ
り
、
本
市
の
将
来
に
わ
た
る
ま

ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
、
市
民
や

事
業
者
の
皆
さ
ん
と
行
政
と
の
共

通
の
指
針
と
し
て
示
し
た
も
の
で
、

基
本
計
画
お
よ
び
実
施
計
画
の
基

礎
と
な
る
根
本
の
理
念
を
定
め
た

も
の
で
す
。
�

�
ま
た
、
市
町
村
は
基
本
構
想
を

定
め
、
こ
れ
に
し
た
が
っ
て
事
務

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
法

律
で
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
�

期
間
…
平
成
18
年
度
〜
27
年
度
の
�

　
　
　
10
年
間
（
図
３
）
�

②
基
本
計
画
�

�
基
本
構
想
で
定
め
た
ま
ち
づ
く

り
の
理
念
を
具
体
化
す
る
た
め
、

６
つ
の
基
本
方
針
ご
と
に
、
市
の

主
要
な
施
策
を
示
す
も
の
で
す
。
�

�
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
ご
と
の
「
現

状
」
と
、
あ
る
べ
き
姿
で
あ
る
「
目

標
」
を
明
ら
か
に
し
、
目
標
達
成

の
た
め
の
「
方
向
性
」
お
よ
び
施

策
実
現
の
た
め
の
「
主
な
事
業
」

を
定
め
て
い
ま
す
。
�

期
間
…
前
期
５
年
間
、
後
期
５
年
�

　
　
　
間
（
図
３
）
�

③
実
施
計
画
�

　
基
本
計
画
で
定
め
た
施
策
を
実

際
に
行
う
事
業
の
計
画
を
定
め
た

も
の
で
す
。
計
画
の
期
間
は
３
カ

年
で
す
が
、
適
切
な
進
行
管
理
を

行
う
た
め
に
見
直
し
を
行
い
、
毎

年
度
、
３
カ
年
の
実
施
計
画
を
策

定
し
ま
す
。（
図
３
）
�

最
初
の
総
合
計
画
�

役
割
と
構
成
�

◆基本理念（図1）�
このまちに住むすべての「ひと」がふるさとに自信と誇りを

持ち、いつまでも夢と希望を胸に、健やかで心豊かな生活を

営むことができるよう、まちづくりを進めていきます。�

市民との積極的な�
協働を進める�
まちづくり�

地域みんなで�
支えあう�
まちづくり�

創造性豊かな�
人材を育てる�
まちづくり�

安全・�
快適な�
まちづくり�

　地域資源を生かし、�
賑わいを創出する�
まちづくり�

自然・地域を�
守る�

まちづくり�

６つの�
基本方針�

◆総合計画の概念図（図2）�

◆久慈市総合計画の計画期間（図3）�

毎年度見直し�
実施計画�

平成18～22年度/平成23～27年度�
（前期）　　　　（後期）�

　　　 基本計画［主要施策］　�

平成18～27年度�
　　　 基本構想［基本理念］　�

基　本　構　想�

後期基本計画�前期基本計画�

実施計画� 実施計画�３カ年計画・毎年度見直し�

H27H18 H22 H23

［具体的な�
　　　　事業計画］�
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市
民との積極的な協働を進めるまちづくり�

市
民との積極的な協働を進めるまちづくり�

市
民との積極的な協働を進めるまちづくり�

地
域みんなで支えあうまちづくり�

地
域みんなで支えあうまちづくり�

地
域みんなで支えあうまちづくり�

創
造性豊かな人材を育てるまちづくり�

創
造性豊かな人材を育てるまちづくり�

創
造性豊かな人材を育てるまちづくり�

本格的な少子高齢社会を迎え、市民が

真に健康で心豊かな生活を送ることが

できるように、地域みんなで支え合い

ながら、その基盤整備に努めます。ま

た、総合的な保健・医療・福祉サービ

スを提供できるように、行政、地域、

福祉団体および事業者などの密接な連

携体制の構築に取り組みます。�

行政運営の一層の透明化を図り、

市民の参画と協働によるまちづ

くりを進めるため、行政が保有

している情報について積極的に

公開することにより、市民への

説明責任を果たし、情報の共有

化に努めます。�

行政運営の一層の透明化を図り、

市民の参画と協働によるまちづ

くりを進めるため、行政が保有

している情報について積極的に

公開することにより、市民への

説明責任を果たし、情報の共有

化に努めます。�

施策の大綱 

●主な事業�
・広聴広報事業�
・市長への手紙�
・市民協働道路維持補修事業�
・男女共同参画推進事業�
・地域コミュニティ振興事業�
・八戸・久慈・二戸三圏域連携事業�

本格的な少子高齢社会を迎え、市民が

真に健康で心豊かな生活を送ることが

できるように、地域みんなで支え合い

ながら、その基盤整備に努めます。ま

た、総合的な保健・医療・福祉サービ

スを提供できるように、行政、地域、

福祉団体および事業者などの密接な連

携体制の構築に取り組みます。�

●主な事業�
・ふれあいまちづくり事業�
・緊急通報体制整備事業�
・地域包括支援事業�
・福祉タクシー事業�
・国保診療所医療機器整備事業�
・母子保健事業�

●主な事業�
・子育て支援センター事業�
・学校施設整備事業�
・学校給食センター整備事業�
・文化施設連携事業�
・柔道のまちづくり推進事業�

子どもたちが、心豊かでたくましい人

間に成長し、「生きる力」を身に付ける

ことのできる環境整備に努め、市民が

それぞれのライフスタイルに応じ、生

涯にわたって学習することができるよ

うに、その環境整備を図ります。また、

ふるさとの歴史、文化、慣習などに対

する理解を深め、郷土愛を育む生涯学

習の推進に取り組みます。�

子どもたちが、心豊かでたくましい人

間に成長し、「生きる力」を身に付ける

ことのできる環境整備に努め、市民が

それぞれのライフスタイルに応じ、生

涯にわたって学習することができるよ

うに、その環境整備を図ります。また、

ふるさとの歴史、文化、慣習などに対

する理解を深め、郷土愛を育む生涯学

習の推進に取り組みます。�
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自
然・地域を守るまちづくり�

自
然・地域を守るまちづくり�

自
然・地域を守るまちづくり�

地
域資源を生かし、賑わいを創出する�

　　　　　　　　　　　　　　　まちづくり�地
域資源を生かし、賑わいを創出する�

　　　　　　　　　　　　　　　まちづくり�地
域資源を生かし、賑わいを創出する�

　　　　　　　　　　　　　　　まちづくり�

安
全・快適なまちづくり�

安
全・快適なまちづくり�

安
全・快適なまちづくり�

市民と行政が一体となって豊かで恵

まれた自然や美しい風景を守るとと

もに、市民生活においては市民の生

活や権利が侵されることがないよう、

その体制の整備と啓発に努めます。�

市民と行政が一体となって豊かで恵

まれた自然や美しい風景を守るとと

もに、市民生活においては市民の生

活や権利が侵されることがないよう、

その体制の整備と啓発に努めます。�

●主な事業�
・平庭高原つつじまつり�
・環境保全対策事業�
・消費者救済資金貸付事業�
・バイオマスタウン構想推進事業�
・防災行政無線統合事業�

市民が安全で快適な生活を送るこ

とができるよう、道路網の整備を

はじめ、港湾、都市基盤、上下水

道および情報基盤など各種基盤整

備に努めます。また、港湾利用を

促進するため、積極的なポートセ

ールスに努めます。�

市民が安全で快適な生活を送るこ

とができるよう、道路網の整備を

はじめ、港湾、都市基盤、上下水

道および情報基盤など各種基盤整

備に努めます。また、港湾利用を

促進するため、積極的なポートセ

ールスに努めます。�

●主な事業�
・八戸・久慈自動車道整備事業(国）※�
・街路整備事業�
・湾口防波堤建設事業(国）※�
・住宅政策事業�
・公共下水道整備事業�
・浄化槽整備推進事業�
・夢ネット事業　�
　※（国)：国が行う事業�

●主な事業�
・新いわて農業担い手支援総合対策事業�
・森林整備事業�
・アワビ・ウニ等種苗放流事業�
・街なか再生推進事業�
・雇用対策推進事業�
・体験型教育旅行受入事業�

食の「安心・安全」を求める消費者ニー

ズの高まりを好機ととらえ、この視点に

立った生産・流通体制を構築するととも

に、地産地消にも取り組みます。また、

未利用資源の調査、研究を進め、内発型

産業の誘導を図り、雇用機会の充実に努

めるほか、地域の観光資源の特性を生か

した観光振興を推進します。�

食の「安心・安全」を求める消費者ニー

ズの高まりを好機ととらえ、この視点に

立った生産・流通体制を構築するととも

に、地産地消にも取り組みます。また、

未利用資源の調査、研究を進め、内発型

産業の誘導を図り、雇用機会の充実に努

めるほか、地域の観光資源の特性を生か

した観光振興を推進します。�

 施策の大綱 



―出稼ぎ者留守家族相談―◇日時＝４

／18(水)10時～12時◇会場＝市民相談

室（市役所１階）�

―法律相談―◇日時・相談員＝①４／

11(水)10時30分～15時30分・石田　夫

弁護士②４／18(水)13時～15時・高橋

牧夫弁護士③４／25(水)10時30分～15

時30分・吉江暢洋弁護士◇会場＝特別�

会議室 ※人数に制限あり。相談希望�

者は、相談日当日の８時30分から電話

（◯本市民課、内線265）で申し込みくだ
さい�

―消費者問題法律相談―◇日時＝①４

／４(水)②４／20(金)10時～16時◇会

場＝中央公民館◇相談員＝弁護士と県

消費者信用生活協同組合の相談員◇申

し込み＝事前に申し込みください。同

組合（☎019－653－0001）�
―人権相談―◇日時＝４／９(月)10時

～15時◇会場＝１階会議室◇相談員＝

和野勇孝委員�

―行政相談―◇日時＝４／26(木)10時

～15時◇会場＝市民相談室◇相談員＝

川口キクヱ委員�

―社会保険相談―◇日時＝①４／19�

(木)10時30分～16時30分②４／20(金)�

９時～15時◇会場＝アンバーホール※

年金に関する相談も行います�

�

�

�

�

�

�

　久慈地区広域行政事務組合では、４

月１日からし尿取扱手数料を改定しま

す。�

改定内容＝（今まで）10リットル当

たり50円→（４月１日から）10リ
ットル当たり54円�
手数料に関する問い合わせ＝久慈地

区清掃センター（☎53－5318）�
�

�

　ポリオの予防接種を下記の日程で行�

います。ほかの地区でも受けられます。�

問い合わせ＝保健推進課（☎61－33
15）�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

　固定資産税価格などの帳簿を下記の

日程で縦覧します。�

縦覧期間＝４月２日（月）～５月１

日（火）　※土日、祝日は除く�

縦覧会場＝税務課（本庁舎１階）、住

民生活課（山形総合支所１階）�

縦覧できる方＝◇市内に所在する土

地または家屋の固定資産税の納税者

◇固定資産税の納税管理人◇納税者

の代理人（委任状が必要です）�

縦覧帳簿＝土地価格等縦覧帳簿、家

屋価格等縦覧帳簿�

　問い合わせ＝◯本税務課（内線230）�
�

�

�

�

�

�

　市は、離職者などを対象に就労者を

募集します。就労を希望する方は久慈

公共職業安定所（☎53－3374）へ申し
込んでください。３月22日から募集を

開始します。�

�事業＝道路維持補修に係る土木作業�

事業に関する問い合わせ＝◯本土木課
（内線368）�

�

�

　市民ふれあい農園のうち、現在空い

ている５区画の利用者を募集します。�

�場所＝天神堂37地割181番地1�

�対象＝農地を所有しない市民�

募集区画数＝５区画（１区画当たり

45㎡）�

利用料＝年間1,000円（原則１人１区

画）　※利用料は前払い�

申し込み＝３月28日（水）までに◯本

農政課（内線314）。申し込み多数の

場合、３月30日（金）10時から抽選

を行います�

�

�

　日時＝６月２日（土）９時から�

�会場＝県営運動公園ほか�

種目＝陸上、アーチェリー、卓球、

サウンドテーブルテニス、水泳、フ

ライングディスク、ボウリング�

申し込み＝参加無料。４月18日（水）�

まで。◯本社会福祉課（内線293）�
�

�

　安全で事故の無い職場づくりのため、

下記のとおり技能講習会を開催します。

　会場＝久慈職業訓練協会�

●玉掛け技能講習�

★本 庁 舎　☎52－2111�
★総合支所　☎72－2111�
★宇部支所　☎56－2111�
★侍浜支所　☎58－2111�
★山根支所　☎57－2111

このページでは、くらしに役立つ�

情報をお知らせします。�

無料相談のお知らせ�

ポリオの予防接種を実施�

相　　談�

県障害者スポーツ大会参加募集�

暮らしの�
　お知らせ�

※◯本は本庁舎、◯総は総合支所です�
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募　　集�

のぶ　ひろ�

お知らせ�

固定資産などの帳簿縦覧�

し尿取扱手数料を改定�

土木作業の就労者を募集�

市民農園の利用者募集�

技能講習会を開催します�

－ 11 －�

　雪解け時期になると、クマが冬眠から

覚め活動を始めます。特に今年は、暖冬

の影響で冬眠中のクマの覚醒や活動時期

が早まる可能性があります。�

�２月には、秋田県仙北市で、山林作業

中の騒音で冬眠から覚めたクマに襲われ

るという被害が起きています。�

�山菜採りや登山、キャンプ、渓流釣り

などで山に行くときは、鈴やラジオなど

音の出るものを身に付け、クマのフンや

足跡を見つけたらすぐ引き返すなど、ク

マに遭遇しないように十分注意してくだ

さい。�

�また、野外でのレジャーなどで出た残

飯やごみは必ず持ち帰るようにし、畑や

人家周辺では残飯などを放置することの

ないようにしましょう。�

 冬眠明けのクマに注意！�

月 日� 対象地区�時間�

4/17�
河北、山�

会　　場�

元気の泉　�
13：30～�

根　　　�14：15　�

4/18� 山形　　�
山形老人福�15：00～�
祉センター�15：30　�

夏井、侍�
13：30～�

4/25�

浜、小久�
14：15　�

慈　　　�

4/26�

長内、大�

元気の泉　�

川目　　�

4/27�
河南、　�
湊、宇部�

国家公務員採用試験のお知らせ�

法務教官の採用試験�

平成19年（2007）３月15日号�

市長と話そう�

◇日時＝４月３日(火)14時から◇会

場＝市長室◇申し込み＝◯本まちづく
り振興課（内線250）�

雇用促進住宅の情報�

◇長内宿舎(2DK)＝28戸(月23,600

円～）　※久慈地域以外からの家賃は�

19,700円～◇問い合わせ＝久慈公共�

職業安定所（☎53－3374）�
開発研修の受講を募集�

◇受講時間・受講料＝９時～16時・

無料◇申し込み＝定員20人。２週間�

前まで受け付け。久慈職業能力開発

センター（☎53－6261）◇コース＝
新入社員研修（4/12～13）�

認知症を知る講演会�

◇日時＝３月27日（火）13時30分～

15時◇会場＝久慈地区合同庁舎６階

大会議室◇講演＝「“認知症を知り地�

域をつくる”明日のわたしのためだ�

から」県長寿社会課介護支援専門�

員・宮澤真智子氏◇資料代＝100円◇

問い合わせ＝「たぐきり」（久慈保健

所内、☎52－7160）�

掲示板�掲示板�あ
れ
こ
れ�

あ
れ
こ
れ�

　広報くじ３月１日号の「ごみ辞苑」に誤りがありました。平成19年

２月のカレンダーの場合での燃えるごみの日を「５、８、12、15、19、

22、26日」とお知らせしましたが、正しくは、「１日(木)」も含まれ

ます。おわびして訂正します。�

●期間　3月17日(土)～4月15日(日)�
◇もうすぐ春「魚の花だん」水槽　◇おめでとうピカピカの一年

生「宇宙メダカの学校」　◇「おさかなを描こう」　◇新一年生

にもぐらんぴあからプレゼント！�
�

市内周遊観光バス　スタンプラリー�
今年の春は、もぐらんぴあのほかにも琥珀博物館、小久慈焼な

どでイベントがいっぱい！周遊バスに乗って観光施設でスタン

プを３つ以上集めると、ステキなプレゼントがもらえるよ！�

●期間　３月24日（土）～25日（日）�

●施設　レトロ館伊助　小久慈焼陶芸苑　久慈琥珀博物館　�

　　　　もぐらんぴあ　べっぴんの湯�

●料金　久慈駅から500円　八戸、二戸から2,000円�

　　　　※希望によりボランティアガイドによる案内あり�

●問い合わせ　市観光案内所（☎53－4417）、県北バス久慈営業所（☎
　　　　　　　53－5200）�

　日時＝４月９日（月）～11日（水）�

●ガス溶接技能講習�

　日時＝４月23日（月）～24日（火）�

●フォークリフト運転技能講習�

　日時＝６月４日（月）～７日（木）�

●小型移動式クレーン運転技能講習�

　日時＝６月27日（水）～29日（金）�

申し込み＝岩手労働基準協会二戸支

部（☎0195－23－5521）�
�

�

　人事院では、下記のとおり国家公務

員Ⅰ種、Ⅱ種、Ⅲ種の採用試験を行い

ます。�

�

�

�

�

�

�

�

�

　申込用紙の請求や受験資格などの詳

しい内容については、人事院ホームペ

ージまたは人事院東北事務局（☎022－
221－2022）へ問い合わせください。�

�

�

　受付期間＝４月２日(月)～13日(金)�

　第１次試験日＝６月10日（日）�

受験資格＝①昭和53年４月２日～昭

和61年４月１日生まれの方②昭和61

年４月２日以降生まれの方で大学な

どを卒業した方など�

問い合わせ＝人事院東北事務局（☎
022－221－2022）�

－ 10 －�

お　わ　び　と　訂　正�

集まれ！１年生�集まれ！１年生�もぐらんぴあ�
 春の特別企画展�

　ご来館のお客様に大変ご好評を

いただきました万華鏡の不思議展

は、会期を延長することになりま

した。�

�期間＝４月８日（日）まで�

�会場＝久慈琥珀博物館新館内�

料金＝高校生以上500円、小中学

生200円、幼児無料�

問い合わせ＝久慈琥珀博物館�

（☎59－3831）�

4/1�
　 から�

市役所の開設時間が変わります�
　市の職員の勤務時間が４月１

日から17時30分までに変わりま

す。それに伴い、市役所の開設

時間が８時30分～17時30分まで

になります。※毎週初めの窓口�

延長は、これまでどおり継続します�

8:30～�
 17:30まで�

万華鏡の不思議展�
延長のお知らせ�

好評につき�

試　　験�
受付期間� 第１次試�

(最終日の通信日付有効)�験日　　�

Ⅰ種試験�
(大卒程度)�

4/2～4/9　� 4/29�

Ⅱ種試験�
(大卒程度)�

4/13～4/24�
�
6/17�

Ⅲ種試験�
(高卒程度)�

6/26～7/3　� 9/ 9�
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No.25

植物油、大豆インクを使用しています　 　　　　　　　古紙配合率100％再生紙を使用しています�

☆元 気 の 泉（☎61－3315） �
☆久慈保健所（☎53－4987）�

期　日� 内　　　容� 　時間（受付時間）�会　場�

10：00～15：00�

看護師に健康上のお悩み�

を相談してください�

10：30～16：30�

受付　14：00～14：30�

受付　14：30～15：00�
�

受付　13：00～13：30�
�

10：30～13：00�

15：00～16：30�

受付　9：30～10：00�

歯ブラシ持参�

　9：00～10：30�

11：30～12：30�

14：00～16：30�

受付　13：00～13：30�
�

受付13：00～13：30　幼児�

フッ素塗布を行いますの�

で、歯みがきをしてきて�

ください（歯ブラシ持参）�

受付　9：30～10：00�

※ブックスタート�

受付　9：00～16：00　栄養�

士、保健師の個別相談�

�

こはくのまちの保健室�

�

成分献血�

骨髄バンク相談�

エイズ相談・検査、�
肝炎ウイルス相談・検査�

３歳児健診�

対象：平成16年１月生まれ�

全血献血�
�

１歳児相談�

対象：平成18年４月生まれ�

�

全血献血�

�

６か月児健診�

対象：平成18年９月生まれ�

�

１歳６か月児健診�

対象：平成17年９月生まれ�

�

４～５か月児相談�

対象：平成18年11月生まれ�

元気の泉健康相談�

ふくしサロン�

「しあわせSU�

N」☎61-3933�

久慈市役所�

久慈保健所�

久慈保健所�
�

元 気 の 泉 �
�

山形総合ｾﾝﾀｰ�

東北電力久慈営業所�

元 気 の 泉 �
�

ﾐﾂﾎ ｼ゙繊維工業�

久慈市役所�

ｼ ｮ゙ｲｽ中の橋店�

元 気 の 泉 �

�

�

元 気 の 泉 �

�

�

元 気 の 泉 �

�

元 気 の 泉 �

�

　８日（日）�

�

�

　10日（火）�
�

�

　11日（水）�
�

　17日（火）�
　�

�

�

　18日（水）�

�
�

　19日（木）�
�

�

　20日（金）�
�

�

　24日（火）�
�

　25日（水）�

※お子様の相談、健診には母子健康手帳をお持ちください。受付時間をお守りください�
※骨髄バンク、エイズ、精神保健に関する相談の申し込みは、前日までに久慈保健所（☎53－4987）へ�

�

１日(日)�
�
�
�
�

８日(日)�
�
�
�
�
�

15日(日)�
�
�
�
�
�

22日(日)�
�
�
�
�
�

29日(日)�
昭和の日�
�
�
�

30日(月)�
振替休日�

当番医・薬局�期　日�

● 健診・相談・献血 ●�● 休日当番医・当番薬局 ●�

{

{

人口と世帯数�

２月のデータ� 納期のお知らせ�

◯医�

◯薬�

◯医�

◯薬�

◯薬�

◯医�

◯薬�

◯薬�

◯医�

◯薬�

◯薬�

◯医�

◯薬�

◯薬�

◯医�

◯薬�

4月�

※◯医…休日当番医、◯薬…休日当番薬局�
※休日当番医、休日当番薬局は変更になる�
　場合がありますので、ご確認ください�

久慈恵愛病院　　　�
　　（☎52－2311）�
キング薬局　　　　�
　　（☎61－1360）�
前田整形外科・内科医院�
　　（☎52－4051）�
ホソタ調剤薬局　　�
　　（☎53－1193）�
キング薬局　　　　�
　　（☎61－1360）�
小林外科医院　　　�
　　（☎53－4010）�
中央薬局　　　　　�
　　（☎52－0231）�
キング薬局　　　　�
　　（☎61－1360）�
市川内科医院　　　�
　　（☎53－2010）�
及川薬局田屋町店　�
　　（☎61－3010）�
キング薬局　　　　�
　　（☎61－1360）�
鳥谷医院　　　　　�
　　（☎53－2808）�
菊屋薬局本町店　　�
　　（☎53－3022）�
キング薬局　　　　�
　　（☎61－1360）�
久慈享和病院　　　�
　　（☎53－2323）�
サンケア薬局県立久慈病院前店�
　　（☎61－1888）�

平成19年３月１日現在�

●人　口 … 39,937 人（－16）�

　　男　 … 19,335 人（－　3）�

　　女　 … 20,602 人（－13）�

●世　帯 … 15,058世帯（＋11）�

（　）内は前月比�

�

�

�

■市内の火災�

○発生件数…３件（　3／－　1）�

○死 傷 者 … ０人（　0／±　0）�

■救急活動�

○出動件数… 70件（152／±　0）�

　交通事故 … ６件（　12／＋　1）�

　急　　病 … 45件（　94／－　4）�

　そ の 他 … 19件（　46／＋　3）�

■市内の交通事故など�

○発生件数… 61件（110／－　31）�

　人身事故 … ８件（　13／－　4）�

　物損事故 … 53件（　97／－　27）�

○死 亡 者 … ０人（　0／±　0）�

○負 傷 者 … 12人（　17／－　8）�

○飲酒運転�

　検挙者数 … １人（　4／±　0）�

◇地域別検挙者数…長内分会１人�

�

※分会＝久慈地区交通安全協会の

各地域支部�

(　)内は１月からの累計／前年同

期累計との比較�

�

�

�

�

今月は、ありません�

－ 12 －�


